
 

「コンピュータアーキテクチャ（改訂 5 版）」第 2 刷→第 3 刷 変更箇所 
 

ページ 2 刷 3 刷 
p.16 上から 3 行目 ハードウェア ハードウェア（hardware)  
p.56 下から 16 行目 これを正規化（normalization）と呼

ぶ． 

これを正規化と呼び，正規化された数を正規化数

（normal number）と呼ぶ． 
p.56 下から 14 行目 
 

f =－1 も正規化表現に入るため，… f =－1 も正規化数になるため，… 

p.57 上から 8 行目 正規表現において… 正規化数において… 

p.58 下から 7 行目 最も一般的な正規化表現では… 最も一般的な正規化数では… 
p.59 【例題 2・7】 
※差し替え 

 

p.64 【例題 2・8】 
※解(b)差し替え修正 

 
 
 
 
 
 
 

p.67 下から 5 行目 先の IBM システム/360,370 後述する IBM システム/360,370 

p.76 図 3・1  図の中心部「・高速一時記憶（レジスタ）」の上の空欄に 

「記憶装置」を入れる 

p.136 図 3・61 式（3・22）より 式（3・34）より 

p.145 
下から 11～12 行目 

さらに仮数部を右シフトすることによ

り，非正規表現できる場合があり， 

さらに仮数部を右シフトして，非正規化数として表現

できる場合があり， 

p.146 下から 4 行目 M1 が正規形でないなら， M１が正規化されてないなら， 

p.151 図 3・76 SSD 

（SD カード，USB フラッシュ） 

SSD 

p.152 図 3・78 NAND 

フラッシュ 

SSD 

p.155 上から 2 行目 3・76 中に 3・76 や図３・７８中に 



 

p.155 上から 2 行目 SSD，USB Flash，SD メモリカード

は，… 

SSD（Solid State Drive），あるいは USB フラッシ

ュ，SD メモリカードは，… 

p.135 図 3・60 
※差し替え 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

p.147 【例題 3・22】 
※差し替え 

 
p.157 図 3・85 
(b)等価回路の上部の

修正 

 
 
 
 
 
 
 



 

p.162 図 3・88  半導体ディスク 

(SSD＊) 

半導体ディスク 

(SSD) 

※図下の脚注も削除 

p.189 下から 16 行目 仮想アドレス（virtual address） 仮想アドレス 
p.194 下から 16 行目 (virtual address cache)) (virtual address cache) 

p.204 上から 8 行目  CPU の，割込み許可フラグが… CPU の割込み許可フラグが… 

p.206 
上から 11～12 行目 

…，数十 ms かかる． …，ms のオーダで時間がかかる． 

p.213 図 3・128 
［装置名］列 

USB Flash USB フラッシュ 

p.213 図 3・128 
脚注*3 

表に記載の容量は２０１５年時点で 表に記載の容量は２０20 年時点で 

p.213 上から 4 行目 ■磁気ディスク装置(hard disk)  ■磁気ディスク装置(Hard Disk Drive, HDD) 

p.218 図 3・131 
(a)原理の修正 
 

 

p.246 下から 16 行目 によって並べ替える方法がある．これを によって並べ替える方法があるが，これを 

p. 258 図 4・22 ⑦ …（i）（a4a） ⑦ …（i）（a4a） 

p. 261 下から 9 行目 4・2 節で述べた基本的な… 命令レベル並列コンピュータは，4・2 節で述べた基本

的な… 

p.276 図 4・38 
※差し替え 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※拡大図を最終ページに添付 

p.282 上から 2 行目 ることより， ることにより， 

p.291 下から 11 行目 32 個の 512b レジスタをもつ．  32 個の 512 ビットレジスタをもつ． 

p.331  
下から 10～11 行目 

ここで，第 1 項は式(4・32)に対応し，

第 2 項は，N 個のプロセッサが 2 つず

つ対になって，通信を行うコストを見積

もっている． 

ここで，第 1 項は式（4・32）に対応した処理時間の見

積りである．第 2 項は，N 個のプロセッサの相互通信

が，2つずつ対になりN/2プロセッサ間の通信が同時

に行われるものとして通信時間を見積もっている． 

p.337 上から 1 行目 ここでは，ランク 0 と 1 のプロセス間で

相互に送受信を行う… 
ここでは，ランク 0 のプロセスからランク 1 のプロセス

への送信を行う… 



 

p.389～ 索引 
※索引項目追加 

【追加項目】 

正規化数，ハードウェア，HDD，SD メモリカード，SDD，USB フラッシュ 

（ISBN 978-4-274-22615-1） オーム社 
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276 4 章　高性能コンピュータのアーキテクチャ

図 4·38 は，A64FX（図 4·75参照）の CPUコアにおける命令パイプラインを示

す [78]．パイプラインのステージを大きく分けると，まず命令のフェッチ，デコード，

ディスパッチによって，デコード結果をそれぞれの命令に対応したリザベーションス

テーションに設定するまでがインオーダで行われる．次にリザベーションステーショ

ンに設定されたデコード結果により，オペランドの揃った命令から順次実行ユニット

に向けて発行され，レジスタ読み出し，実行，メモリまでのパイプラインが複数並列

にアウトオブオーダで実行される．最後にコミットの段階で実行結果がインオーダで

アーキテクチャレジスタに反映される．

整数演算命令，浮動小数点演算命令，分岐命令はこのパイプラインを通過すること

で，命令の動作を制御する．ロード命令では，レジスタ読み出しの代わりに L1デー

タ・キャッシュの読み出し，ストア命令ではレジスタ書き込みの代わりに L1データ・

キャッシュへの書き込みを行う（図 3·115参照）．

また，A64FXでは，配列を対象としたベクタ演算（4·5節参照）を効率よく行うた
めに，プレディケートレジスタ（PPR）を用意し，レジスタ値の 1/0によってベク

タ要素単位に実行する/しないを制御できるようにしている．このような演算をプレ

ディケート演算と呼び，図 4·43に示すマスク付き演算と同様の概念である．

図 4・38 　スーパスケーラプロセッサのパイプライン（A64FX）

命令パイプラインの各ステージでは以下のように処理を行う．

1hフェッチ　逐次実行のために更新された PC，あるいは分岐命令の場合は予測

に基づく PCの指すアドレスを用いて，L1命令キャッシュから複数の命令を同時に

フェッチして，命令バッファにセットする．アクセスに用いたアドレスは命令フェッチ
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